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水戸市自転車利用環境整備計画策定に係る経過の概要 
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年 月 日 内 容

３月 ６日

３月 日

３月 日

平成 年

平成 年度第５回水戸市自転車利用環境整備審議会

・水戸市自転車利用環境整備計画（案）について

水戸市自転車利用環境整備審議会から水戸市長に対して，水戸市自転車

利用環境整備計画について答申

庁議

・水戸市自転車利用環境整備計画の決定
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年 月 日 内 容

月 日

～ 月 日

平成 年 ２月 １日

２月 日

～２月 日

平成 年 ３月 日

平成 年 ５月 日

７月 １日

～７月 日

８月 １日

平成 年 月 日

月 日

平成 年 １月 ６日

１月 日

１月 日

～２月 日

市道千波２号線に関するアンケート調査

・整備前の利用状況について沿線住民を対象に実施

市道千波２号線の社会実験開始（自転車通行空間の供用開始）

市道千波２号線に関するアンケート調査

・整備後の利用状況について主な利用者である高校生を対象に実施

平成 年度第２回水戸市自転車利用環境整備審議会

・市道千波２号線における社会実験の実施と結果について

・自転車ネットワークの考え方について

政策会議

・水戸市自転車利用環境整備計画基本方針 案 について

市道千波２号線に関するアンケート調査

・整備後の状況について高校生，沿線住民，一般通行者を対象に実施

平成 年度第１回水戸市自転車利用環境整備審議会

・水戸市自転車利用環境整備計画の策定について

・市道千波２号線社会実験の結果について

平成 年度第２回水戸市自転車利用環境整備審議会 
・水戸市自転車利用環境整備計画・骨子（案）について

平成 年度第３回水戸市自転車利用環境整備審議会 
・自転車利用環境整備計画における自転車ネットワークについて

平成 年度第４回水戸市自転車利用環境整備審議会

・水戸市自転車利用環境整備計画（素案）について

政策会議

・水戸市自転車利用環境整備計画（素案）について

 
水戸市自転車利用環境整備計画（素案）に係る意見公募手続き

・意見数 計 ８人 件
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水戸市自転車利用環境整備審議会条例 
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補則

第 条 この条例に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。

付 則

この条例は，平成 年 月 日から施行する。

付 則 平成 年 月 日条例第 号

この条例は，平成 年 月 日から施行する。
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水戸市自転車利用環境整備審議会条例 

125   

補則

第 条 この条例に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。

付 則

この条例は，平成 年 月 日から施行する。

付 則 平成 年 月 日条例第 号

この条例は，平成 年 月 日から施行する。
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水戸市自転車利用環境整備審議会委員名簿 

128   

水戸市自転車利用環境整備審議会委員名簿  （敬称略） 
選出
区分

所属 役職 氏名 在任期間

学
識
経
験
者

茨城大学工学部都市システム工学科 教授 金 利昭 から

茨城大学工学部都市システム工学科 准教授 平田 輝満 から

地球の友・金沢
自転車・歩行者

安全マップ担当
三国 成子 から

特定非営利活動法人
自転車活用推進研究会

理事長 小林 成基 から

関
係
団
体

茨城県交通安全母の会連合会 会長
神戸 礼子 から

山口 美知子 から

茨城県自転車二輪自動車商協同組合 理事長 川崎 辰男 から

水戸商工会議所
自動車交通部会副部会

長
加藤 昇 から

副会頭 櫻場 誠二 から

水戸市肢体障害者福祉協会 会長 大野 光一 から

水戸女性会議
会長 鹿倉 よし江 から

会計 渡辺 三代子 から

水戸女性フォーラム

会長 藤田 絹代 から

副会長
百地 榮子 から

大金 和夫 から

一般社団法人茨城県バス協会 専務理事 澤畠 政志 から

茨城県高等学校長協会 水戸地区会長

桐原 武文 から

村田 一弘 から

澤畑 保男 から

関
係
行
政
機
関

国土交通省関東地方整備局
常陸河川国道事務所道路管理第二課

課長
高橋 晃浩 から

横田 富士雄 から

茨城県土木部道路維持課 課長
勝山 均 から

大山 登志彦 から

茨城県土木部水戸土木事務所 所長
小泉 恵三 から

橋本 義彦 から

茨城県警察本部交通部交通規制課 課長

安田 浩 から

関根 義倫 から

薗部 修 から

茨城県水戸警察署 交通官

遅澤 隆夫 から

渡辺 恭秀 から

仁瓶 正 から

市
民

公募

江尻 大祐 から

横山 香織 から

井野 功一 から

渡辺 修宏 から

※委員は 現在

※（ ）内は前任の委員

※水戸市自転車利用環境整備審議会条例第 条により に委員の改選を実施
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3 2017. 3. 1　広報みと 2017. 3. 1　広報みと 2

宇都宮市川崎市

金沢市（金沢市提供）

自
転
車
安
全
利
用
五
則

一
、�

自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

　
　
　�（子
ど
も
や
高
齢
者
が
運
転
す
る
場
合
な
ど
は
、
歩
道

通
行
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
）

二
、
車
道
は
左
側
を
通
行

三
、�

歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、車
道
寄
り
を
　

徐
行

四
、
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　
　
　（交
差
点
で
の
一
時
停
止
な
ど
）

五
、
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

　自転車は、道路交通法で、「車両」に分類されている
ことをご存じですか。自転車を利用するときは、車両
を運転しているという自覚を持つことが大切です。
　国では、自転車の安全な利用を促進するため、「自
転車安全利用五則」を示しています。

知っていますか？自転車のルール

川崎市、宇都宮市 安全で快適な自転車利用に向けて

　市では昨年、県民文化センターの
周辺道路に、路面表示による自転車
通行空間を整備しました。あわせて、
地元の方や近隣の高等学校、水戸警
察署と連携して、自転車の左側通行
を促す通行指導を実施。今では、通学
路として使う高校生の9割以上が車道
の左側を通行するようになりました。
　今後は、他市の先進事例などを参
考に、自転車通行空間の整備を進め
ます。

　
自
転
車
が
通
行
す
る
空
間
を

路
面
表
示
で
確
保
。
自
転
車
利

用
者
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
も
認
識
さ
れ
や
す
い
よ
う
に

表
示
す
る
こ
と
で
、
安
全
性
を

高
め
て
い
ま
す
。

金沢市

　
城
下
町
な
ら
で
は
の
狭
い
路

地
で
、
自
動
車
の
追
い
越
し
を

禁
止
す
る
路
面
表
示
を
行
う
こ

と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
慮
を
促

し
、
自
転
車
の
安
全
性
を
確
保

し
て
い
ま
す
。

県民文化センター前

茨城大学工学部
都市システム工学科　金利昭教授
（水戸市自転車利用環境整備審議会会長）

　自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

で
も
利
用
で
き
る
便
利
な
交
通
手
段
で
す
。
そ

の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
交
通
計
画
で
は
、
自

転
車
に
対
す
る
配
慮
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　自
転
車
の
通
行
空
間
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

自
転
車
の
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
取
組
で
す
。

自
転
車
が
車
道
を
走
る
こ
と
で
、
歩
行
者
は
安

心
し
て
歩
道
を
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
自
転
車
の
存
在
に
早
く

気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
交
差
点
な
ど
で
の
事
故

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　大
切
な
こ
と
は
、自
転
車
の
通

行
空
間
を
車
道
に
確
保
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
思
い
や
り
を
持
つ

こ
と
で
す
。

　道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

互
い
が
手
を
取
合
っ
て
、
安
全
で

快
適
な
利
用
環
境
の
実
現
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

自転車の利用環境整備で歩行者やドライバーも安全で快適に

　近
年
、
健
康
的
で
環
境
に
も
や
さ
し
い
自
転
車
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
歩
道
を
通
行
す
る
自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故
な
ど
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
で
は
、自
転
車
の
利
用
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

問
合
せ
／
交
通
政
策
課（
☎
２
９
１・３
８
０
４
）

安
全
で
快
適
な
自
転
車
の

利
用
環
境
を
目
指
し
て
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け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー

に
も
認
識
さ
れ
や
す
い
よ
う
に

表
示
す
る
こ
と
で
、
安
全
性
を

高
め
て
い
ま
す
。

金沢市

　
城
下
町
な
ら
で
は
の
狭
い
路

地
で
、
自
動
車
の
追
い
越
し
を

禁
止
す
る
路
面
表
示
を
行
う
こ

と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
慮
を
促

し
、
自
転
車
の
安
全
性
を
確
保

し
て
い
ま
す
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　自転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

で
も
利
用
で
き
る
便
利
な
交
通
手
段
で
す
。
そ

の
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
交
通
計
画
で
は
、
自

転
車
に
対
す
る
配
慮
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　自転
車
の
通
行
空
間
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

自
転
車
の
利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
取
組
で
す
。

自
転
車
が
車
道
を
走
る
こ
と
で
、
歩
行
者
は
安

心
し
て
歩
道
を
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
自
転
車
の
存
在
に
早
く

気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
交
差
点
な
ど
で
の
事
故

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　大切
な
こ
と
は
、自
転
車
の
通

行
空
間
を
車
道
に
確
保
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、
思
い
や
り
を
持
つ

こ
と
で
す
。

　道
路
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

互
い
が
手
を
取
合
っ
て
、
安
全
で

快
適
な
利
用
環
境
の
実
現
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

自転車の利用環境整備で歩行者やドライバーも安全で快適に

　近
年
、
健
康
的
で
環
境
に
も
や
さ
し
い
自
転
車
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
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で
、
歩
道
を
通
行
す
る
自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故
な
ど
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、市
で
は
、自
転
車
の
利
用
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。
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用語解説 
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用語解説

行 用語 説明

あ

行

アウトカム指標 施策や事業の実施により発生する効果・成果

（アウトカム）を表す指標

安全で快適な自転車利用環境創出ガ

イドライン

「自転車は『車両』であり車道通行が大原則」と

いう観点に基づき，自転車通行空間として重要な

路線を対象とした面的な自転車ネットワーク計画の

作成方法や，交通状況に応じて，歩行者，自転車，

自動車が適切に分離された空間整備のための自転車

通行空間設計の考え方等について，平成 年 月

に国土交通省道路局と警察庁交通局が策定した。

平成 年７月には，現行ガイドラインのうち，

「Ⅰ．自転車通行空間の計画」，「Ⅱ．自転車通行

空間の設計」について改定を行った。

エクササイズ 英語で運動の意味。肉体能力の維持・強化や健康

保持などを目的とした肉体的な運動の総称。

また，厚生労働省が生活習慣病予防のために独自に

定めた運動量の単位をいう。

か

行

区画線 道路鋲，ペイント，石等により，道路の路面に

描かれた線，記号又は文字

クロス集計 アンケートの設問項目について，二つの項目に注目

して同時に集計する手法の一つ。

ある項目への回答が選択肢五つあった場合，そのま

ま五つの回答数を集計することを単純集計といい，

この五つに対して性別や年代別など別な要素への回

答結果も含めて集計することをクロス集計という。

交通安全指導員 保育所・幼稚園や学校などで，園児，児童生徒に

対して交通安全教育を行ったり，交通指導を行う

自治体等の職員

交通結節点 同じ交通手段や異なる交通手段を相互に連絡する

乗り換え・乗り継ぎ拠点

コミュニティサイクル 複数の自転車貸出拠点が設置され，利用者がどこで

も貸出・返却できる交通手段。「自転車シェアリン

グ」，「サイクルシェアリング」，「都市型レンタサイ

クル」等とも称される。

さ

行

サイクル・アンド・ライド 自転車から公共交通機関に乗り換えて目的地に向か

う方法

サイクルステーション 自転車利用者のため，休憩スペースやロッカーなど

を提供する施設
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